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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビットストリームを受信して、複数のチャネルを有するオーディオ信号を復号化する方
法であって、
　前記複数のチャネルのうちの二チャネル間の量子化されたエネルギー差ＣＬＤ及び量子
化モードに対する情報を前記ビットストリームから抽出するステップと、
　前記量子化モードが第１モードである場合には第１量子化テーブルを用いて前記量子化
されたＣＬＤを逆量子化し、前記量子化モードが第２モードである場合には第２量子化テ
ーブルを用いて、前記量子化されたＣＬＤを逆量子化するステップと、
　を有することを特徴とするマルチチャネルオーディオ信号の復号化方法。
【請求項２】
　前記第１量子化テーブルの量子化分解能は、前記第２量子化テーブルの量子化分解能と
異なる、請求項１に記載のマルチチャネルオーディオ信号の復号化方法。
【請求項３】
　前記第１量子化テーブルは、前記第２量子化テーブルより多い量子化ステップ数を有す
る、請求項２に記載のマルチチャネルオーディオ信号の復号化方法。
【請求項４】
　前記第１量子化テーブルは、前記第２量子化テーブルより少ない量子化ステップ数を有
する、請求項２に記載のマルチチャネルオーディオ信号の復号化方法。
【請求項５】
　前記量子化モードは、量子化される信号のエネルギーレベルに基づいて決定される、請
求項１に記載のマルチチャネルオーディオ信号の復号化方法。
【請求項６】
　前記第１モードで前記量子化される信号のエネルギーレベルが量子化基準値より高い場
合、前記第１量子化テーブルは、前記第２量子化テーブルより多い量子化ステップ数を有
する、請求項５に記載のマルチチャネルオーディオ信号の復号化方法。
【請求項７】
　複数のチャネルを有するオーディオ信号を符号化するマルチチャネルオーディオ信号の
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符号化方法であって、
　前記複数のチャネルのうちの二チャネル間のエネルギー差ＣＬＤを取得するステップと
、
　符号化される前記オーディオ信号のエネルギー差に基づいて量子化モードを決定するス
テップと、
　前記量子化モードに基づいて決定した量子化テーブルを用いて、前記ＣＬＤを量子化す
るステップと、
　を有することを特徴とするマルチチャネルオーディオ信号の符号化方法。
【請求項８】
　前記量子化テーブルは、第１量子化テーブル及び第２量子化テーブルの少なくとも１つ
を有し、
　前記符号化されるオーディオ信号のエネルギーレベルが量子化基準値より高い場合、前
記第１量子化テーブルが前記ＣＬＤの量子化に用いられ、それ以外の場合、前記第２量子
化テーブルが前記ＣＬＤの量子化に用いられ、
　前記第１量子化テーブルは、前記第２量子化テーブルより多い量子化ステップ数を有す
る、請求項７に記載のマルチチャネルオーディオ信号の符号化方法。
【請求項９】
　ビットストリームを受信して、複数のチャネルを有するオーディオ信号を復号化する装
置であって、
　前記複数のチャネルのうちの二チャネル間の量子化されたエネルギー差ＣＬＤ及び量子
化モードに対する情報を前記ビットストリームから抽出するアンパッキング部と、
　前記量子化モードが第１モードである場合には第１量子化テーブルを用いて前記量子化
されたＣＬＤを逆量子化し、前記量子化モードが第２モードである場合には第２量子化テ
ーブルを用いて、前記量子化されたＣＬＤを逆量子化する逆量子化部と、
　を有することを特徴とするマルチチャネルオーディオ信号の復号化装置。
【請求項１０】
　複数のチャネルを有するオーディオ信号を符号化するマルチチャネルオーディオ信号の
符号化装置であって、
　前記複数のチャネルのうちの二チャネル間のエネルギー差ＣＬＤを取得する空間情報抽
出部と、
　符号化される前記オーディオ信号のエネルギー差に基づいて量子化モードを決定し、前
記量子化モードに基づいて決定した量子化テーブルを用いて、前記ＣＬＤを量子化する量
子化部と、
　を有することを特徴とするマルチチャネルオーディオ信号の符号化装置。
【請求項１１】
　請求項１に記載の方法をコンピュータで実行させるためのプログラムを記録したコンピ
ュータで読み出すことができる記録媒体。
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